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次期計画策定へ向けての課題 

分

野 
まとめ 

社会動向等 伊勢市の環境の現状 取組状況調査結果 市民等意識調査結果 

現状と課題 キーワード 現状と課題 キーワード 現状と課題 キーワード 現状と課題 キーワード 

低

炭

素

分

野 

 市民・事業者による身の回りにお

ける省エネ行動を継続・強化して

いくことが必要。 

 

 地域の多様な課題やニーズに応

える低炭素な地域づくりを進め

ることが必要。 

 

 環境負荷の少ない公共交通の整

備や、多様なモビリティとの連

携、次世代自動車の普及など、低

炭素なまちづくりを図る必要が

ある。 

 

 気候変動による影響への対応を

進めることが必要 

 

 パリ協定、国の温室効果ガ

ス排出削減目標との整合

に留意した目標設定や施

策が必要。 

 

 電力自由化などを踏まえ、

低炭素な電力の活用、地域

単位の電力供給およびエ

ネルギーマネジメントな

どの仕組みの活用の検討

が必要。 

 

 気候変動による影響への

備えとしても、再生可能エ

ネルギーの導入やエネル

ギーの自立などの検討が

必要。 

 

 

 次世代自動車、水素・燃料

電池、ZEB・ZEH などの最

新の環境技術を取り入れ

たまちづくりが必要。 

 

 新たな関係法令（建築物省

エネ法、フロン回収・破壊

法など）への準拠を図って

いくことが必要。 

 

 新たな温室

効果ガス削

減目標 

 

 

 省エネルギ

ーの推進 

 

 

 

 

 

 気候変動へ

の適応策 

 再生可能エ

ネルギーの

活用 

 

 

 最新の省エ

ネルギー技

術の活用 

 

 

 関係法令へ

の準拠 

 

 産業や業務による CO2排

出量が多く、事業活動に

伴う環境負荷を抑制する

ことが必要。引き続き省

エネルギー行動を継続・

強化していくことに加

え、排出の場面や取組主

体を超えた継続的な対策

が求められる。 

 

 単身や高齢者世帯の増加

による、一人当たりのエ

ネルギー使用量の増加が

想定されるため、環境負

荷低減策の検討が必要。 

 

 伊勢市では、太陽光発電

の導入が進んでいる一方

で、景観への影響が懸念

される。市の特性に合わ

せて景観への影響をでき

る限り回避・低減する必

要がある。 

 

 自動車交通への依存を軽

減していくと同時に、環

境に配慮した車両の選択

や運転を推進することが

求められる。 

 

 地球温暖化に伴い想定さ

れる気候変動によるリス

クに対する備えが必要。 

 省エネルギ

ーの推進（再

掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 居住者の多

様化や高齢

化への対応 

 

 

 

 地域に調和

した再エネ

対策の推進 

 

 

 

 

 

 モビリティ

政策の強化 

 

 

 

 

 気候変動へ

の適応策（再

掲） 

 新たな国の方針や社会

動向を踏まえつつ、再生

可能エネルギーの導入

の方向性の見直しや次

世代自動車の更なる導

入を図る必要がある。 

 

 市民のニーズや社会動

向を踏まえた低炭素社

会づくりを推進する必

要がある。 

 

 より CO2排出量の少な

い公共交通機関利用へ

のシフトの意識や関心

が高まっているため、地

域公共交通事業の充実

と公共交通機関への利

用促進を図る必要があ

る。 

 

 低炭素社会への転換を

めざし、省エネ機器等へ

の更新・導入を継続して

実施する必要がある。 

 

 再生可能

エネルギ

ーの活用

（再掲） 

 次世代自

動車の普

及促進 

 

 市民のニ

ーズや社

会動向の

対応 

 

 モビリテ

ィ政策の

強化（再

掲） 

 

 

 

 

 

 省エネル

ギーの推

進（再掲） 

 

 身近な省エネ行動の定着

が見受けられることか

ら、今後も継続して普及

啓発を保持していく必要

がある。（市民・学生アンケー

ト「問 5 環境保全の取組状況に

ついて」 

資料 1-3,P7,42 より） 

 

 省エネによる経費の削減

は、事業活動に直接関わ

ることから、事業者にお

ける環境取組の大きな動

機になっていると考えら

れる。（事業所アンケート「問

5 環境保全に取り組むメリット

について」より資料 1-3,P25） 

 

 地域公共交通が充実して

いるまちの姿を重視する

傾向が強くなっている。

（市民アンケート「問 10 伊勢

市がめざすまちの姿について」

資料 1-3,P15 より） 

 

 再生可能エネルギーを積

極的に利用しているまち

の姿が最も重視されてい

る。（学生アンケート「問 10

伊勢市がめざすまちの姿につ

いて」資料 1-3,P50 より） 

 身近な環境

配慮行動の

推進 

 

 

 

 

 

 

 省エネルギ

ーの推進

（再掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 モビリティ

政策の強化

（再掲） 

 

 

 

 

 再生可能エ

ネルギーの

活用（再掲） 

 

 

 

資

源

循

環

分

野 

 今後も継続して、家庭や事業所

におけるごみ減量、再使用、分

別・資源回収を定着させていく

ことが必要。 

 

 家庭ごみの減量に向けた指導や

啓発などの更なる取組が必要。 

 市の地域特性に応じて，

循環可能な資源はなるべ

く地域内で循環させるた

め，最適な規模の「地域

循環圏」を構築すること

が重要 

 地域循環 

 

 

 

 市内のごみ搬入量は減少

傾向が見られないため、

今後も継続して、家庭や

事業所におけるごみ減

量、再使用、分別・資源

回収を定着させていくこ

とが必要である。 

 

 ごみの大部分を燃えるご

みが占めており、食品ロ

ス削減に向けた取組を推

進する必要がある。 

 廃棄物の削

減・資源化の

推進 

 

 

 

 

 

 食品ロス 

 

 

 

 

 燃えるごみの量の目標

達成状況が難しい状況

もあり、ごみの減量・資

源化に関する事業を強

化し、市民・事業者の意

識の更なる向上を図る

必要がある。 

 

 さらなるごみの減量に

向けて、食品ロスの削減

に関する施策や雑がみ

の分別の定着化・習慣化

を促進させるための事

業を継続して実施して

いく必要がある。 

 廃棄物の

削減・資源

化の推進

（再掲） 

 

 

 

 

 食品ロス

（再掲） 

 雑がみの

分別 

 リサイクル・廃棄物削減

についての取組を今後も

継続して普及啓発を保持

していく必要がある。(市

民・学生アンケート「問 5 環境

保全の取組状況について」資料

1-3 P7,42 より) 

 ごみの発生を抑制し、資

源の有効活用しているま

ちの姿を重視する傾向が

強くなっている。（市民・

学生アンケート「問 10 伊勢市

がめざすまちの姿について」資

料 1-3 P15,50 より） 

 廃棄物の削

減・資源化

の推進（再

掲） 

 

資料 1-4 
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自

然

環

境

分

野 

 多様な生物の生息地や良好な景

観の形成等の公益的機能を有す

る森林や農地等の保全を継続し

て実施する必要がある。 

 

 生物多様性に配慮し、質の高い

みどりを創出し、自然との共生

を図ることが必要。 

 都市におけるみどりの創

出などによって快適に過

ごせるまちづくりを進め

るとともに、区民への生

物多様性の理解促進を図

り、都市における自然と

人間の共生を進めていく

ことが必要。 

 緑化による

快適な都市

空間 

 市内の貴重な動物・植物

を保全することに加え、

生物多様性の視点も考慮

し、都市部における人と

生物の共生への配慮を進

める必要がある。 

 

 地域ごとに多様な自然環

境を有しており、これら

の地域資源や地域特性を

生かしていくことが必

要。 

 

 農業･漁業の特色を活か

した景観が広がっている

ものの、後継者不足等に

より、農地においては遊

休農地化が進行している

地域もみられる。 

 生物多様性

に関する理

解促進・普及

啓発 

 

 

 

 多様な自然

資源 

 

 

 

 

 良好な景観

保全 

 

 生物多様性への理解・認

識は高いとは言えない

ため、生物多様性に関す

る認知度向上に向けた

取組が必要。 

 

 有識者・企業・三重県等、

多様な主体と連携した

生物多様性の保全を推

進する必要がある 

 

 森林の有する保全林、環

境林の持つ機能の向上

を継続して図る。 

 

 より効果的に推進する

ための自然体験や自然

保護に関する取組みが

必要。 

 

 多面的機能支払活動組

織数の目標達成が厳し

い状況にあることから、

更なる活動組織の増加

を図る必要がある。 

 生物多様

性に関す

る理解促

進・普及啓

発（再掲） 

 様々な主

体の参画

と活躍 

 

 公益的機

能の向上 

 

 自然とふ

れあう機

会の拡充 

 

 

 

 農村地域

の共同活

動の強化 

 生態系とのふれあいへの

改善を求める傾向が見ら

れる。（市民アンケート「問４

伊勢市の現在の環境に対する満

足度および重要度について」資

料 1-3,P3 より） 

 

 自然保護に関する取組に

ついて、今後の取組検討

していることから、自然

保護活動への参加を促す

ための対策を検討する必

要がある。（学生アンケート

「問 7 環境保全に関連した市民

活動への取組状況について」資

料 1-3,P46 より） 

 自然とふれ

あう機会の

拡充（再掲） 

 

 

 様々な主体

の参画と活

躍（再掲） 

 

 

生

活

環

境

分

野 

 市民や事業者、学生では快適・

安全社会の実現を望む意見が多

く、身近な生活環境の改善によ

る市民の安心・安全性の向上が

必要。 

 

 公害対策については、引き続き

継続して実施するとともに、広

域的な把握・対策が求められる

ことから、関連自治体などと連

携した情報収集や対策が必要。 

 

 街なみの清潔さ、美しさ、歴史

的・文化的雰囲気を保全し良好

な景観を形成する必要がある。 

 

 環境文化の適切な保全と発展お

よび発信に努める必要がある。 

 公害の防止、良好な生活

環境の維持を引き続き推

進するとともに、都市型

災害に強い安全なまちづ

くりを進めていくことが

必要。 

 安全安心な

生活環境 

 

 

 

 大気環境や騒音振動に関

する環境基準は概ね達成

しているが、苦情は経年

的に寄せられており、対

策を継続して実施するこ

とで、市民の健康、安心・

安全のため、良好な生活

環境を維持していく必要

がある。 

 

 広域大気汚染で光化学オ

キシダントは、国や三重

県、周辺他区と連携した

広域的な視点での対策が

求められる。 

 

 勢田川の水質は他の河川

と比較すると、その水質

汚濁の状況はいまだ顕著

であるため、生活環境の

保全と公衆衛生の向上を

図る必要がある。 

 

 地域ごとに多様な文化的

資源を有しており、これ

らの地域資源や地域特性

を生かす必要がある。 

 安全安心な

生活環境（再

掲） 

 

 

 

 

 

 

 

 広域的な大

気対策 

 

 

 

 

 生活環境の

保全 

 公衆衛生の

向上 

 

 

 

 多様な文化

的資源 

 

 人口減少や少子高齢化

に伴い、今後増加するこ

とが見込まれるため、更

なる空家等対策の推進

を図る必要がある。 

 

 公害対策を継続して実

施し、良好な生活環境の

確保を目的とした取組

を進める必要がある。 

 

 都市・快適環境の向上に

関する取組を継続して

実施しており、人口減少

や少子高齢化の問題に

適正に対応するために

引き続き取組を進める

必要がある。 

 

 歴史的･文化的環境の保

全について、今後も、伊

勢の環境文化の発信や

良好な景観形成の推進

を継続する必要がある。 

 良好な生

活環境の

確保のた

めの空家

対策 

 

 

 安全安心

な生活環

境（再掲） 

 

 

 居住者の

多様化や

高齢化へ

の対応 

 

 

 

 

 伊勢の環

境文化の

発信 

 良好な景

観形成 

 

 大気、水資源、自然の景

色や歴史文化に関する満

足度が高く重要視してお

り、本市の魅力として保

持していく必要がある。

（市民・学生アンケート「問４

伊勢市の現在の環境に対する満

足度および重要度について」資

料 1-3 P6,41 より） 

 

 まちなみの清潔さや美し

さへの改善を求める傾向

が見られる。（市民・学生ア

ンケート「問４伊勢市の現在の

環境に対する満足度および重要

度について」資料 1-3 P3,38 よ

り） 

 

 伊勢市が今後重点的に取

り組むべき分野・施策と

して、環境文化を活かし

た都市･快適環境の確保

は継続的に重視されてい

る。（市民・学生アンケート「問

11 伊勢市が重点的に取り組む

べき分野について」資料 1-3 

P17,52 より） 

 伊勢の自然

景観と歴史

文化の保全 

 

 

 

 

 

 

 

 まちなみの

清潔さや美

しさ 

 

 

 

 

 

 快適な都市

環境の保全 
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共

通

基

盤

分

野 

 様々な主体による環境活動への

参加を促すことが重要であり、

異なる主体間の連携・協働をよ

り一層推進することが必要。 

 

 子どもから大人までのあらゆる

年齢層に対し、質の高い環境教

育・環境学習の場を提供する必

要がある。 

 

 市民が環境活動に参加しやすい

環境をつくるために、市民一人

ひとりが環境に関する多様な意

識や条件に対応した支援ができ

るように推進体制を構築するこ

とが必要。 

 

 SDGs やパリ協定など、国

際社会や国等の目標の一

端を担っていくため、一

人ひとりが環境の課題を

理解し、取組に参加する

ための啓発や仕組みづく

りが必要。 

 様々な主体

との協働に

よる環境保

全活動 

 皇學館大学と連携した出

前講座等を実施してお

り、環境教育の充実を図

っている。 

 

 市民・事業者・行政から

なる伊勢市環境会議に

て、各主体が知恵を提供

し合い、協働による取り

組みを実践することによ

り、伊勢市の環境保全・

向上を目指している。 

 環境活動を

推進する人

づくり 

 

 

 様々な主体

との協働に

よる環境保

全活動（再

掲） 

 子どもから大人までの

あらゆる年齢層が学べ

る環境教育を展開する

とともに、講座内容の質

的向上、提供企業等の新

規開拓等により更なる

充実を図る必要がある。 

 

 今後も、環境教育等の推

進のために、地域や企

業・関係機関等と連携で

きる体制づくりを進め

ていくことが必要であ

る 

 様々な世

代に対す

る環境教

育 

 質の高い

環境教育 

 

 

 

 様々な主

体との協

働による

環境保全

活動（再

掲） 

 

 

 SDGs 達成に向けた取組

をさらに. 加速化させる

ことが重要であるため、

SDGs に関する意識の向

上に努める必要がある。

(市民・事業所・学生アンケート

「問１SDGs（持続可能な開発目

標）について」資料1-3 P2,22,37

より) 

 

 市民のライフスタイルや

事業形態等に配慮した参

加しやすい環境保全活動

の仕組みや支援を検討す

る必要がある。（市民アンケ

ート「問 9 市民活動に取り組ん

でいない、取り組みたくない理

由について」資料 1-3 P14、事

業所アンケート「問 6 環境保全

に取り組む上での課題につい

て」資料 1-3 P26 より） 

 

 国際社会動

向などの反

映 

 

 

 

 

 

 

 

 市民・事業

者のニーズ

の反映 

 

 

 

 

 

 

 

 


